
11月(2022年)の流星群活動 

IAU(国際天文連合)リストを独自に眼視チェック 

河越彰彦 

おうし、しし座流星群は活発な活動 

11月は表１の観測量で表２の結果でした。 

定常群のおうし座流星群は先月に続いて月末まで活発でした。別表欄の各観測夜の数値は

流星数なので、概略 HRに換算するときは 3.3(表 1参照)で割って目安として下さい。南北各

HR1から 2程度の出現であったことがわかり、また極大はシャープでないものの上旬にあっ

たと考えられます。同群は明るくゆっくりとした流星なので個数が少ないにも拘わらず印象

が強いという特徴があります。 

もうひとつの定常群、しし座流星群は母彗星が遠日点を過ぎた程度のはるか彼方にいても

活発でした。HR3から 4は 2001年の大出現には比較にならないものの存在感十分です。 

2001年の大出現は多くの成果や経験値を残してくれました。この時の流星の嵐を経験した

お陰で HR300 超(これ以上は数えきれないが筆者の単一 I.I.カメラでは HR150 超)の流星群

の肌感覚が記憶にあるので、後年のペルセウスやふたご群は明らかにしし群以下だと確信で

きます。 

昨年話題になったアンドロメダ群も眼視観測では低調でした。 

第一級候補、第二級流星群は散在流星レベル 

定常群に反してこれらの流星群は総じて不活発でした。昨年と比較しても明らかに数字は

低いです。但し、観測時間が今年は昨年同月比 44%なので単純に判断できないという事情も

あります。いずれにしても可能な限り努力した結果であることには間違いありません。後日

にでも触れますが、私たちの観測は 1 夜当りでも、HR でも流星数が少ないです。かず多く

観測している人々と較べると一桁低い数です。視力差？年齢？東京の近く？が要因と考えら

れるかも知れませんが、実は厳しいフィルタリングをしているからだと種明かしします。 

ふだんの流星群活動 

大きな流星群が活動していない夜の実態はどうなっているのでしょうか？ほんとうに小流

星群が補完的に活動しているのでしょうか？年間 5000 分未満しか観測経験のない若い頃は

本気でたくさんの小流星群がひしめいていると考えていました。 



経験をつむにつれてその問題に疑義が生じて、相当な観測時間を投下しないと実態は見え

ないのではないかと危惧しました。そこで1セット２時間の観測を最低週に２夜、月に６夜(満

月時は除外)12時間(720分)実施し年間 72夜 144時間(8640分)以上の計画を立てました。個

人的には VIWI(Very Important Watch Items)計画として 2020年から開始しました。その結

果は毎月報告しているように、小さい流星群は文字通り低調な活動で、たくさん活動してい

るはずの小流星群の七割以上が未確認という実態がわかりました。表３からわかるように計

画の 2～3倍もの観測時間を費やしても豊富な活動とはかけ離れています。確かに時々小流星

群が活発になることはありますが、多くの夜は平穏無事で眼視観測的には「暇」です。 

では IAU などの流星群リストや類似のデータベースは何を私たちに提供しているのでし

ょうか？答えはもうおわかりですね。生身の人間が達成できない終夜、白昼の 24時間観測で

得られたままの情報提供です。どんな鋭眼でもこれらを網羅するのは不可能です。夜間 12

時間に 20組の同時観測があって、ナニナニ流星群突発と報じられても眼視的には暇です。 

12月分報告をもってこの形式での公開を一度閉めて、2023年分から一新します(終)。 

 

 

 

以下の流星群名称は和名命名ルールに基づいた名称で統一した。IAU名は旧表示である。 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


